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	【フォームマシーン専用　濃縮液の成分情報】
	成分情報
	区分
	混合液
	主成分

	〇コカミドプロピルベタイン　〇グリセリン　〇水

	《コカミドプロピルベタイン》《グリセリン》について安全性について
	LD50値
	体重
	コカミドプロピルベタイン ※単体
	グリセリン ※単体
	比較対象 食塩（塩化ナトリウム）
	比較対象 石けん
	混合液について
	上記単体のLD50値、本商品は混合液です。以下を参照ください。

	フォームマシン専用　濃縮液　混合原液
	体重
	フォームマシン専用　濃縮液
	混合原液

	LD50の説明
	急性毒性LD50とは
	口からの投与で試験に用いられた1群の試験、動物（ラット・マウス）の50％を致死させると推測される投与量。
	LD50の値は体重1ｋｇ当たりの数値です。
	人体の影響を考える場合
	LD50値の60倍（体重60Kg）で想定しています。

	毒性の見方
	数値が低いほど毒性が高くなります。

	成分の安全性
	コカミドプロピルベタイン
	コカミドプロピルベタインは、両性界面活性剤に属します。
	刺激が低いことに優れベビーシャンプーなどにも使用されております。

	成分の由来
	（コカミドは、ヤシ油を酵素分解して得られるヤシ油脂肪酸です。ベタインはサトウダイコンから作る天然由来の成分で、この２つを結合させたものがコカミドプロピルベタインです。）

	安全指針
	希釈について
	安全指針については濃縮混合液になりますので、水にて希釈する場合はその希釈度によって変化していきます。
	通常フォームマシンで使用する場合は、100倍希釈です。



	【製品安全データシート】
	製品情報
	項目名
	内容

	製品名
	フォームマシン専用　泡濃縮液
	物質の特定
	　混合物


	化学名
	界面活性剤水溶液

	成分及び含有量
	上記物質　16％以下、水、

	国連分類及び国連番号
	非該当

	危険有害性の分類
	項目名
	内容

	分類の名称
	分類基準に該当しない。

	応急措置
	項目名
	内容

	目に入った場合
	直ちに清浄水で15分間以上洗眼（まぶたの裏までよく洗う）し、
	状況により眼科医の診察を受ける。

	皮膚に付着した場合
	直ちに石鹸と水で付着部分をよく洗う。
	外観に変化があるか痛みが続く場合は、医師の診察を受ける。

	吸入した場合
	直ちに新鮮な空気の場所に被災者を移し、保温して安静を保つ。
	状況により医師の診察を受ける。

	飲み込んだ場合
	水で口の中を洗い、状況により医師の診断を受ける。
	無理に吐き出させない。

	火災時の措置 消化方法
	項目名
	内容
	・消火活動は風上から行い有毒なガスの吸入を避ける。
	・消火活動の際は呼吸保護具等適切な保護具を着用する。
	・関係者以外は安全な場所に退去させる。
	・周囲の設備等に散水して冷却する。
	・消火剤 ： 二酸化炭素、粉末、泡、水噴霧

	火災時の措置 消化方法
	漏出時の措置 少量の場合
	項目名
	内容
	漏出時の措置　少量の場合
	・おがくず、土砂等を混ぜモルタル状として凝固回収する。
	・ウエス等で拭き取る。
	・流路を毛布、土のう等でせき止め、多量流出の場合バキューム等で　　　　　　　　　　　　
	　吸い上げる。
	・作業時には、長靴、手袋、保護眼鏡等の保護具を着用する。
	・河川、湖沼へ流出した場合は、必要に応じ、消防、警察、保健所
	　漁協等へ連絡する。



	項目名
	内容
	取り扱い及び保管上の注意
	特に危険ではないが、眼鏡、手袋等の着用が好ましい。
	取り扱い・保管
	直射日光を避け、風通し良い屋内に保管する。

	暴露防止措置
	許容濃度　
	設定されていない。
	保護具　
	呼吸用保護具
	着用が好ましい。
	保護眼鏡
	着用が好ましい。
	保護手袋
	着用が好ましい。
	保護衣
	着用が好ましい。

	物理／化学的性質
	外観等
	透明～淡黄色液体
	ｐＨ
	弱酸性
	沸点（℃）
	知見無し
	融点（℃）
	知見無し
	溶解度（水）
	任意の割合で水に可溶
	臭気
	若干の界面活性剤臭がある

	危険性情報（原料として）
	引火点
	データなし
	安定性・反応性　発火点
	データなし
	爆発範囲
	データなし
	可燃性
	データなし
	なし
	酸化性
	データなし
	自己反応性・爆発性　
	データなし
	安定性・反応性
	データなし

	有害性情報（原料として）
	皮膚腐食性
	データなし
	データなし
	皮膚刺激性
	データなし
	眼刺激性
	データなし
	急性毒性
	データなし
	亜急性毒性
	データなし
	がん原性
	データなし
	その他毒性

	環境影響情報
	＊ここに記載された情報は、当社の最善の知見に基づくものですが、情報の完全さ、
	正確さを保証するものではありません。全ての化学製品には未知な有害性がありうるため、
	取り扱いには細心の注意が必要です。本品の適正に関する決定は使用者の責任において行ってください。


